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研究成果の概要（和文）：高齢者の骨格筋量を評価し腰椎疾患における筋量増強が運動機能改善の一助となるか検討し
た。腰痛では四肢筋量の減少が有意に認められ、特に下肢筋量と腰痛の関連が明白であった。多裂筋はサルコペニアで
減少せず、腰痛との関連も認めなかった。腰椎後方手術後1年での骨格筋量は四肢では加齢により有意に減少、多裂筋
は手術の影響で有意な減少を示したが、体幹筋の変化は腰痛やADL改善に影響を与えておらず、四肢筋量の加齢による
減少が腰痛とADL改善に影響していた。腰痛では四肢筋量が減少し、体幹筋減少が発生する以前に出現することが判明
し、サルコペニアの予防が腰痛予防に重要であると結論づけた。

研究成果の概要（英文）：Objective of this study was to evaluate the muscle volume in the elderly patients 
with lumbar spinal disorder and the impact of muscle enhancement on the improvement of motor function. 
Decrease of muscle volume in extremities were seen in low back pain patients with particular reference to 
lower extremities. Volume of lumbar multifidus muscles has not decrease in sarcopenia patients and even 
in low back pain patients. One year after lumbar back surgery, muscle volume in extremities significantly 
decreased with advancing age, while volume of lumbar multifidus muscle decreased under the influence of 
surgery. Postoperative change in the trunk muscle without affecting low back pain, whereas aging change 
in the extremity muscles affected. Low back pain patients turned out to be decreased muscle volume in the 
extremities prior to decrease the trunk muscle volume, thus led to the conclusion that prevention of 
sarcopenia is important to low back pain.

研究分野： 整形外科学
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１． 研究開始当初の背景 
平成 22 年度厚生省大臣官房統計情報部から
出された国民生活基礎調査における世帯員
の健康状態に関する報告によると、自覚症状
のあるもの（有訴者）の症状では男性では腰
痛が人口千人あたり 89.1 人で平成 19 年に引
き続き第一位、女性でも肩こりに次いで 117.6
人と第二位であり、また通院者率の上位 5 傷
病に男女とも腰痛症は挙がっており、国民の
体の不調の訴えにおける腰痛の占める度合
いは少なくない。一方、年々増加の一途をた
どる要介護の原因疾患として関節疾患、骨
折・転倒で 20%を超え、5 人に 1 人が運動器
の障害が原因となっている。日本整形外科学
会はこのような状態を危惧し、2007 年に運動
器の障害により要介護になる危険の高い状
態を「ロコモティブシンドローム」（以下ロ
コモ）と定義し、個々が運動器障害の予防に
関する知識を持ち、前向きに生活できるよう
支援する国民運動を展開してきた。ロコモを
構成する運動器疾患の代表として変形性関
節症、骨粗鬆症と並んで腰部脊柱管狭窄症を
含む変形性脊椎症が 3 大疾患であり、骨・関
節疾患に対する治療・予防法の開発が進めら
れている。 
一方、近年、加齢による筋力低下における加
齢性筋肉減少症（サルコペニア）の役割が注
目され、高齢者の移動能力低下、転倒の危険、
変性疾患の罹患は、サルコペニアの存在が影
響している可能性が示唆されている。特に後
期高齢者にとって生活機能の維持と虚弱予
防の観点からサルコペニアの早期診断、機序
解明、予防法の重要性が認知され、関連領域
での種々の開発が高齢医学では期待されて
いる。サルコペニアは二重エネルギーX 線吸
収測定法（DXA 法）により得られた筋量推計
から定義され、当センターの先行研究では、
DXA 法で骨密度と四肢筋量の関連を示し、大
腿骨骨折や脊椎骨折との関連を報告した。し
かし評価の困難さから、現状では四肢筋量の
評価にとどまり、骨粗鬆症性脊椎骨折や腰椎
変性疾患による移動能力の低下が高齢者に
おいて問題なのにもかかわらず、体幹筋機能
低下の評価とそれに対する治療・予防プログ
ラムの開発は進んでいない。また体幹におけ
るサルコペニアの原因となる筋群の同定に
より、体幹サルコペニア発生の機序解明や、
高齢者の転倒・骨折の予防治療としての特定
筋に対する増強訓練の開発や、日常生活で特
定筋力維持のための生活指導がより具体的
かつ的確に行うことが可能となる。本研究に
より体幹のサルコペニアの病態確立と、それ
に伴う運動器疾患の予防により、高齢者の移
動能力の向上と介護の低減が実現されれば、
国民生活における社会的、経済的意義は大
きく、介護や医学的治療の面から医療技術
開発としての高齢者支援に資する。 
 
２． 研究の目的 
本研究では、高齢者における体幹筋量を正

確に把握し、体幹筋機能との関連を評価す
ることにより腰椎疾患における体幹筋量増
強が四肢同様、高齢者運動機能改善の一助
となるか検討することを目的としている。 
 
３． 研究の方法 
サルコペニアの評価は、全身における二重エ
ネルギーX 線吸収測定法（DXA 法；GE 社製、
Lunar DPX-NT)を用いて計測し、Sanada の基
準で身長の 2 乗で除した skeletal muscle mass 
index (SMI)で男性 6.87kg/m2、女性 5.46kg/ m2

以下をサルコペニアと定義した。体幹筋の評
価は、1.5T MRI (SIEMENS 社製、Avanto)を
用いて、T2 強調横断像の L1/2 および L4/5 高
位における脊柱起立筋と腰部多裂筋の横断
面積を面積計算ソフト（ SYNAPSE® 、 
FUJIFILM MEDICAL）を用いて計測した。 
① 高齢者の体幹筋萎縮と ADL 低下 
腰部脊柱管狭窄症のため腰椎 MRI と DXA を
行った 174 例（平均 73.4 歳、65～91 歳）の
画像を解析した。体幹筋を腰部多裂筋と脊柱
起立筋に分け L1/2 および L4/5 高位での断面
積を計測し、ADL 低下との関連を評価した。
ADL の評価は SF-36、Euroqol quality of life 
scale (EQ-5D)、Barthel Index、ロコチェックで
行った。 
② 四肢及び体幹の筋量と腰痛との関連 
腰部脊柱管狭窄症で手術を行った 65 歳以上
の 233 例（男性 128 例、女性 103 例、平均年
齢 73.0±6.2 歳、65～91 歳）を対象とした。腰
痛を VAS 、 JOA スコア、 Roland Morris 
Disability Questionnaire (RDQ)で、ADL を
Euroqol quality of life scale (EQ-5D)を用いて
行った。 
③ 腰椎後方手術後の体幹筋量の変化と

ADL 
170 例の 65 歳以上の腰部脊柱管狭窄症の後
方手術前および手術 1年後の骨格筋量を体幹
筋は MRI 横断像でお L1/2 および L4/5 高位
で多裂筋と脊柱起立筋面積を測定し、四肢筋
量は DXA 法で測定し、1 年後の筋呂の増減
を評価した。腰痛評価を VAS、JOA スコア、
Roland Morris Disability Questionnaire 
(RDQ)で、ADL を Euroqol quality of life 
scale (EQ-5D)を用いて行った。比較は手術方
法別（固定術 84 例、除圧術 86 例）に行った。 
４． 研究成果 
① 高齢者の体幹筋萎縮と ADL 低下 
サルコペニアの基準は 42 例(24.3%)、ロコモ
ティブシンドローム（ロコモ）は 71 例(41.0%)
に認め、ともに有意に年齢が高かった。ロコ
モとサルコペニアの合併は 23 例(13.3%)にみ
られた。ADL の有意な低下はサルコペニア合
併では Barthel index のみに認めたが、ロコモ
の合併ではさらに SF-36 における PF と RP、
EQ5D に有意に認められた。これら ADL の低
下はサルコペニアとロコモの合併でさらに
顕著であった。サルコペニアでは L4/5 高位で
脊柱起立筋面積の有意な減少を認め、ロコモ
では L4/5 高位で多裂筋、脊柱起立筋ともに有



意な減少を認めた。サルコペニアによりある
程度の ADL 低下を認めるが、ロコモを伴う
ことにより顕著となっていた。サルコペニア
は type II筋線維の減少を反映し脊柱起立筋の
萎縮が見られたが、ロコモでは脊柱起立筋に
加え多裂筋の萎縮も伴っていた。サルコペニ
アのみで高齢者 ADL に大きく影響するもの
ではないが、ロコモに至る過程において四肢
筋量が減少している可能性がある。 
② 術前の腰痛は 113 例（48.5%）、サルコペ
ニアは 55 例(23.6%)に認めた。腰痛あり群で
は有意に補正四肢筋量が低く、特に下肢筋量
で有意差を認めた。多腰背筋断面積では L1/2
高位の脊柱起立筋で腰痛あり群で有意に少
ない他は有意差を認めなかった。サルコペニ
アでは腰痛 VAS、RDQ では有意差を認めな
かったが、EQ5D ではサルコペニアにより有
意に低下していた。術後 1 年で腰痛評価と
MRI 及び DXA を再検しえた 170 例では、腰
痛患者数は 50.1%から術後 23.7%と有意に減
少し、固定術と除圧術では腰痛改善に有意な
差は認めなかった。四肢筋量は 1 年で有意な
減少を、多裂筋は L1/2、L4/5 高位とも有意な
減少を認めたが、脊柱起立筋は 1 年後有意な
減少は認めなかった。四肢筋量の低下を認め
たものは有意に腰痛 VAS 及び RDQ の改善が
不良であったが、多裂筋断面積の低下は腰痛
VAS 及び RDQ の改善に影響を与えていなか
った。Type II 線維の萎縮を主とするサルコペ
ニアはその筋組成から、体幹よりも四肢に起
こりやすく、腰痛の発生においても少なから
ず影響を与えていることが予測され、腰痛は
四肢筋量が減少し、体幹筋減少が発生する以
前に出現することが考えられ、サルコペニア
の予防が腰痛予防につながる可能性が指摘
できた。 
③術前の下肢痛 VAS は 6.4、腰痛 VAS は 4.6
であり、腰痛 VAS は固定術群で有意に高かっ
た(p<0.05)。術前 JOA スコア、RDQ、EQ5D
は両術式で有意差は認めなかった。中等度以
上の腰痛は 86 例(50.6％)に認め、術後は 40
例(23.5%)に減少していた。固定術と除圧術で
術後腰痛の改善は VAS および JOA スコアで
は有意差は認めなかったが、RDQ および
EQ5D での評価では除圧術の方が有意な改善
であった(p<0.05)。術後は四肢・多裂筋は萎
縮傾向を認め、起立筋は増加傾向を示した。
固定術では腰痛改善と各筋萎縮の関連は認
めなかったが、除圧群においては術後腰痛は
多裂筋の萎縮と脊柱起立筋の肥大が関連し
ていた。加齢により骨格筋量の減少が起こる
ことはサルコペニアとして知られているが、
筋線維タイプの違いから体幹よりも四肢筋
に起こりやすいとされている。そのため腰椎
術後に起こった体幹筋の萎縮は手術による
ものと考えられる。腰痛発生機序の観点でグ
ローバル筋とローカル筋の相互作用の考え
方から、腰部多裂筋は機能不全に陥ると脊柱
起立筋が過活動となることにより腰痛との
関連が指摘されている。この現象は固定術で

は起こりにくく、可動性が保持される除圧術
で起こりやすいことが腰痛の一因として考
えられた。多裂筋の損傷を少なくすることに
より脊柱起立筋の肥大を起こさせない手術
と後療法が望まれる。 
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